
追悼文               宮原豊君のこと 

丸山隆平（９組） 

 

 2 月 25 日の夜、上原昇君（2 組）からメールがあり、その日の朝、宮原豊君（９組）が亡くなった

との連絡があった。 

 入院していたのは知っていたので、９組の仲間でお見舞いに行こうと計画していたら、本人から、「カ

ラオケがしたい」との要望があった。入院中の病院の近くのカラオケ店の予約までしたが、彼の唄声を聞

くのは延期となったままだった。 

その後、数日前に携帯に電話したが返答がなかった。 

彼の実家、青木村の田沢温泉「ますや旅館」は記憶では、島崎藤村の小説にも出てきて、青木の宮原は

名家のようだ。 

 早稲田大学・政経学部卒。日本貿易振興機構（JETRO）でインド所長を務め、特にインドについての造

詣が深かった。 

 昨年末、松尾倶楽部でインドについての講演を

する予定だったが、体調不良のため上原君が代読

（講）することになり、それが最後となった。 

 高校クラスの名簿で、丸山の「マ」、宮原の「ミ」

が近く、それ以来の付き合い。 

 多分、牧野泉（９組）が命名主だと思うが、「ガ

マ」という綽名も結構、知れ渡っていた。 

彼とは高校２年の時、二人で永平寺、金沢を巡

る北陸旅行をしたこと。大学時代に9組の４人（宮

原、赤尾晴夫、栗原剛、丸山）での穂高登山。社

会人になってから、彼は虎ノ門、私は九段下に勤 

  私の結婚式での若き日の宮原君       務。銀座、赤坂、虎ノ門でのカラオケなど、思い出 

は無数だ。 

ジェトロ勤務時代、マニラ、サンフランシス

コ、ニューデリーなど海外を行き来していた

が、東京に帰ってくるたびに新しい飲み屋を

探してくれた。 

 あの世で、栗原と待っていてくれ。俺ももう

少しで行くよ。 

 

宮原君と筆者 

 

 

（2026 年 3 月 2 日 記） 

                           以上 


